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第４章 結論 

本調査研究では、ミニカーの最大積載量について、２車種の実車試験をもと

に諸々の検討を行った。実験に使用した車種は、ミニカーとして設計された量

販車種（ミニカー１）および、海外製の超小型モビリティ L6相当の最高速度

の車種をミニカーとして届出可能なように調整した車種（ミニカー２）で、実

験項目としては、加速、急制動、坂道発進、定常円旋回、ダブルレーンチェン

ジである。結論は以下のとおりであった。 

検討した２車種について、積載量を 30kgから 90kg程度まで増加させても、

実験条件の範囲内では、特段の車両特性の変化は現れず、使用において実用上

の問題は無いと考えられた。（ただし、実験場所の制約等から、車両間の特性

に大きく違いが見られた項目があったが、車両の設計思想による特性への影

響と思われる内容であり、本調査研究で注目する積載量増加による特性変化

については、わずかと考えられた。） 

このため、こうしたミニカーについて 90kg程度まで積載を可能とすること

は、輸送効率の向上等に資するため、適切であると考えられるが、ミニカーと

して届出可能な車種は様々である。そこで、この点を踏まえつつ、他のミニカ

ーについて積載量を増加させるニーズがあるのであれば、安全確保のために

適当なミニカーの最大積載重量の在り方について更なる検討を行うことが必

要である。 




